
＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所 活動の様子の写真

実施日程

実施した生産活動・施設外就労の概要

①②厨房作業（食器洗浄、清掃など）

①②リネン交換作業

①②清掃作業（共用スペース・居室）

①②常時2名～3名　 厨房作業（食器洗浄作業）

＜目的＞

地域連携活動のねらい

　

地域にとってのメリット

対象者にとってのメリット

清掃作業（居室清掃）

＜成果＞

地域との交流、連携を図ることが出来た。 清掃作業

（フロア清掃）

活動内容の追加コメント

このほかにリネン交換作業にも取り組みました。

課題点 取り組める期間、人員に偏りが出てしまう。

連携した結果に対する意見または評価

今後の連携強化に向けた課題

令和　4　年　4　月　1　日

当施設の職員が、それぞれの業務に集中できるようになった。

これは人材不足による労働力の確保が難しい中、みのりさんの作業スタッフ（Ａ型利用者）に作業を受けてもら

えることで成り立っており、大変ありがたいと感じている。

また、当施設で就労することにより、職員や入居者ともコミュニケーションが深められると感じた。

顔もつながり、こちらもみのりの作業スタッフ（Ａ型利用者）の特性が理解できたと思う。

何か問題があればみのりさんの支援員がフォローしてくださるので、安心できる。

実際、過去にもみのりさんの作業スタッフが就職したことがあり、その際アフターフォローに入ってもらえたの

も良かった。

本人の体調不良等で残念ながら離職となったが、その後もみのりさんに施設外就労を継続してもらえて、再び一

般就労に挑戦できるのではないかと思う。

今後も継続して作業に入ってもらいたいが、みのりさんの作業スタッフの人員不足が心配。

利用者数　等

人材不足している介護力の補足が出来、地域

の産業に人的な貢献ができる

利用者の施設外における社会参加、地域に

知ってもらえるきっかけつくり

普段交流が少ない人たちとも交流できる。

地域に知ってもらえる。

就労できる力を示すことが出来、雇用に繋げ

ることも出来る。

みのりの存在を知ってもらうことが出来、障

害があっても、力になることを示すことが出

来た。

また、更に自信ややりがいを感じられるよう

になった。

担当者名 支配人　和田美津子

連携先の企業等の意見または評価

実施した結果

得られた成果

連携先企業名 有限会社　マルチメディアネットワーク　リゾートビラ雨晴

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 健食工房みのり 事業所番号 1610500116

住　所 氷見市鞍川1902-4 管理者名 鈴木秀明

電話番号 0766-72-2311 対象年度 令和3年度

地域連携活動の概要

①アルカディア雨晴、②リゾートビラ雨晴　など

①②通年実施

様式１


